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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期の連結業績（2020年４月１日～2021年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 2,131,799 5.9 77,397 21.3 55,683 39.0 32,167 －

2020年３月期 2,013,050 △0.2 63,813 △26.3 40,052 △23.8 △419 －
(注) 包括利益 2021年３月期 62,763百万円( － ％) 2020年３月期 △2,954百万円( － ％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年３月期 63.57 57.01 5.1 1.1 3.6

2020年３月期 △6.05 － △0.1 0.8 3.2
(参考) 持分法投資損益 2021年３月期 9,884百万円 2020年３月期 9,247百万円
　

(注) 2020年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、１株当た
　 り当期純損失であるため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 5,126,822 682,752 12.7 1,168.09

2020年３月期 4,948,063 637,957 12.3 1,077.38
(参考) 自己資本 2021年３月期 653,585百万円 2020年３月期 610,641百万円
　　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2021年３月期 253,459 △330,587 95,549 223,901

2020年３月期 226,852 △424,623 157,999 205,485
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年３月期 － 20.00 － 15.00 35.00 16,587 － 3.2

2021年３月期 － 17.50 － 17.50 35.00 16,587 55.1 3.1

2022年３月期(予想) － 20.00 － 20.00 40.00 －
　

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株
　 式(非上場)の配当の状況につきましては、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,510,000 － 100,000 － 70,000 － 45,000 － 90.69
(注) 2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適用予定であるため、当該会計基準等適用前の

2021年３月期の実績値に対する増減率は記載しておりません。

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 － 社 (社名) 、除外 － 社 (社名)
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当します。
詳細は、添付資料15ページ「(5)連結財務諸表に関する注記事項 会計上の見積りの変更と区別することが

困難な会計方針の変更」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期 474,183,951株 2020年３月期 474,183,951株

② 期末自己株式数 2021年３月期 1,158,956株 2020年３月期 1,194,235株

③ 期中平均株式数 2021年３月期 473,014,996株 2020年３月期 472,985,935株

(注１) １株当たり当期純利益(連結)の算定の基礎となる株式数につきましては、添付資料21ページ「(5)連結財
　 務諸表に関する注記事項 １株当たり情報」をご覧ください。
(注２） 期末自己株式数には、「株式給付信託(ＢＢＴ)」に係る信託口が保有する当社株式(2021年３月期 603千

株、2020年３月期 648千株)が含まれております。また、当該信託口が保有する当社株式を、期中平均株式
数の計算において控除する自己株式に含めております。(2021年３月期 618千株、2020年３月期 657千株)

(参考) 個別業績の概要
2021年３月期の個別業績（2020年４月１日～2021年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 1,813,363 △0.3 34,521 0.3 21,780 105.5 10,671 －

2020年３月期 1,818,090 △2.6 34,412 △43.3 10,596 △67.4 △19,319 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期 18.11 16.24

2020年３月期 △45.98 －
　

(注) 2020年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、１株当たり
当期純損失であるため、記載しておりません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 4,453,127 451,425 10.1 740.24

2020年３月期 4,433,616 455,738 10.3 749.40

(参考) 自己資本 2021年３月期 451,425百万円 2020年３月期 455,738百万円
　

　
＜個別実績の前期実績値との差異の理由＞
　当社は、昨年４月１日に、当社が営む一般送配電事業等を当社の完全子会社である九州電力送配電株式会社に
承継させる吸収分割を実施しました。2021年３月期の決算における実績につきましては、当該会社分割や減価償
却方法変更の影響などにより、前期実績値との差異が生じました。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績等は、今後様々な要因によって異なる場合があります。
決算補足説明資料は、当社ホームページに速やかに掲載いたします。

　　



(参考)種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － 546,575.00 － 1,052,877.00 1,599,452.00

2021年３月期 － 1,050,000.00 － 1,050,000.00 2,100,000.00
2022年３月期(予想) － 1,050,000.00 － 1,050,000.00 2,100,000.00
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１．経営成績等の概況

（1）当期の経営成績の概況

当年度のわが国経済は、新型コロナウイルスの世界的感染拡大により厳しい状況となり、各種政策の効果等により

一時持ち直しの動きも見られましたが、感染の終息は見通せず不透明な状況が続いています。九州経済も、同様に厳

しい状況にありますが、輸出・生産を中心に持ち直しつつあります。

当社グループにおきましては、「九電グループ経営ビジョン2030」の実現に向け、国内電気事業の収益力向上や、

国内電気事業以外の事業・サービスの拡大、種まきを着実に進めるとともに、事業活動全般にわたる徹底した効率化

に、グループ一体となって取り組んでまいりました。

当年度の業績につきましては、今冬の需給ひっ迫に伴う卸電力取引市場の価格高騰や、新型コロナウイルス感染症、

特定重大事故等対処施設の設置工事に伴う川内原子力発電所の運転停止等の影響はありましたが、減価償却方法の変

更により減価償却費が減少したことや、九州外での小売販売電力量等が増加したことなどにより、前年度に比べ増益

となりました。

①収支

　当年度の小売販売電力量につきましては、新型コロナウイルス感染症による減少影響はあるものの、グループ会社

である九電みらいエナジー株式会社の九州外での販売電力量が増加したことや前年度が冷夏暖冬であったことによる

反動増などにより、前年度に比べ2.7％増の752億kＷhとなりました。また、卸売販売電力量は41.9％増の107億kＷhと

なりました。この結果、総販売電力量は6.3％増の858億kＷhとなりました。

小売・卸売に対する供給面につきましては、原子力をはじめ、火力・揚水等発電設備の総合的な運用等により、ま

た、エリア需給につきましては、調整力電源の運用及び国のルールに基づく再エネ出力制御の実施等により、安定し

て電力をお届けすることができました。

なお、今冬において、断続的な寒波による電力需要の大幅な増加と全国的なＬＮＧ在庫の低下などにより電力需給

がひっ迫しましたが、火力発電や融通・他社受電の増加など最大限の対策を講じたことにより、安定供給を確保する

ことができました。

当年度の連結収支につきましては、収入面では、国内電気事業において、小売販売電力量は増加しましたが、燃料

価格下落に伴う燃料費調整の影響などにより小売販売収入は減少しました。一方で、卸売販売収入や再エネ特措法交

付金が増加したことなどから、売上高は前年度に比べ5.9％増の2兆1,317億円、経常収益は5.8％増の2兆1,484億円と

なりました。

支出面では、国内電気事業において、減価償却費の減少はありましたが、再エネ発電事業者からの買取額の増加や

今冬の卸電力取引市場の価格高騰の影響などにより他社購入電力料が増加したことなどから、経常費用は5.2％増の2

兆927億円となりました。

この結果、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに前年度に比べ増益となり、経常利益は556億円、親会

社株主に帰属する当期純利益は321億円となりました。
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報告セグメントの業績(セグメント間の内部取引消去前)は、次のとおりとなりました。

セグメント別の業績(内部取引消去前)

(単位：億円、％)

2020年度 2019年度 増減 増減率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ＝Ａ－Ｂ） （Ｃ／Ｂ）

発電・販売事業
売上高 18,908 － － 　－

経常損益 △5 － 　－ －

送配電事業
売上高 5,992 － － －

経常損益 291 － － －

その他エネルギー
サービス事業

売上高 1,853 1,939 △86 △4.5

経常損益 176 170 5 3.3

ＩＣＴサービス
事業

売上高 1,150 1,126 23 2.1

経常損益 68 39 28 72.5

その他の事業
売上高 294 288 6 2.2

経常損益 42 46 △3 △7.5

(注1)当年度より報告セグメント及びセグメント利益を変更しています。

(注2)「発電・販売事業」及び「送配電事業」については、前年度のセグメント業績を作成することが困難であるた

め、当年度の業績のみ記載しています。

(注3)△は損失を示しています。

【参考】国内電気事業再掲

(単位：億円、％)

2020年度 2019年度 増減 増減率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ＝Ａ－Ｂ） （Ｃ／Ｂ）

国内電気事業
売上高 19,725 18,483 1,241 6.7

経常損益 285 165 119 72.0

(注)「発電・販売事業」と「送配電事業」との内部取引消去後の数値を記載しています。

ア 発電・販売事業

発電・販売事業は、国内における発電・小売電気事業等を展開しています。

売上高は、小売販売収入や再エネ特措法交付金の計上などにより、1兆8,908億円、経常損益は、購入電力料や託

送料、燃料費、再エネ特措法納付金の計上などにより、5億円の損失となりました。

イ 送配電事業

送配電事業は、九州域内における一般送配電事業等を展開しています。

売上高は、託送収益の計上などにより、5,992億円、経常利益は、購入電力料や修繕費、委託費、減価償却費の

計上などにより、291億円となりました。

ウ その他エネルギーサービス事業

その他エネルギーサービス事業は、電気設備の建設・保守など電力の安定供給に資する事業、お客さまのエネル

ギーに関する様々な思いにお応えするため、ガス・ＬＮＧ販売、再生可能エネルギー事業等を展開しています。ま

た、九電グループが培ってきた技術・ノウハウを活かし、海外事業の強化などにも取り組んでいます。

売上高は、電気計測機器の取替工事の減少や海外ＬＮＧプロジェクトにおけるＬＮＧ販売価格の低下などによ

り、前年度に比べ4.5％減の1,853億円、経常利益は、持分法による投資利益の増加などにより3.3％増の176億円と

なりました。
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エ ＩＣＴサービス事業

ＩＣＴサービス事業は、保有する光ファイバ網やデータセンターなどの情報通信事業基盤や事業ノウハウを活用

し、データ通信、光ブロードバンド、電気通信工事・保守、情報システム開発、データセンター事業等を展開して

います。

売上高は、光ブロードバンド及びスマートフォンサービスの販売拡大などにより、前年度に比べ2.1％増の1,150

億円、経常利益は、音声端末を活用したＩｏＴサービスの終了に伴う費用の減少などもあり、72.5％増の68億円と

なりました。

オ その他の事業

その他の事業は、不動産、有料老人ホーム、事務業務受託、人材派遣事業等を展開しています。

売上高は、事務業務受託の増加などにより、前年度に比べ2.2％増の294億円、経常利益は、不動産販売及び賃貸

に係る費用の増加などにより、7.5％減の42億円となりました。
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②販売及び生産の状況

販売実績 (単位：億kＷh、％)

2020年度 2019年度 増減 増減率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ＝Ａ－Ｂ） （Ｃ／Ｂ）

小売販売電力量 751.7 732.1 19.6 2.7

電灯 253.3 251.1 2.2 0.9

電力 498.4 480.9 17.5 3.6

卸売販売電力量 106.5 75.1 31.4 41.9

総販売電力量 858.2 807.1 51.1 6.3

(注1)四捨五入のため、内訳と合計の数値が一致しない場合があります。

(注2)当社及び連結子会社(九州電力送配電株式会社、九電みらいエナジー株式会社)の合計値(内部取引消去後)を記載

しています。

発受電実績 (単位：億kＷh、％)

2020年度 2019年度 増減 増減率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ＝Ａ－Ｂ） （Ｃ／Ｂ）

発

電

水力 47.3 48.1 △0.8 △1.7

(出水率) ( 95.8 ) ( 94.6 ) ( 1.2 )

火力 326.0 258.9 67.1 25.9

原子力 216.8 286.7 △69.9 △24.4

(設備利用率) ( 62.4 ) ( 82.0 ) ( △19.6 )

新エネルギー等 11.9 11.7 0.2 1.6

計 601.9 605.4 △3.5 △0.6

融通・他社受電 330.5 271.5 59.0 21.7

(水力再掲) ( 13.5 ) ( 14.5 ) ( △1.0 ) ( △6.8 )

(新エネルギー等再掲) ( 150.9 ) ( 124.9 ) ( 26.0 ) ( 20.8 )

揚水用等 △23.7 △22.3 △1.4 6.3

合計 908.7 854.6 54.1 6.3

(注1)四捨五入のため、内訳と合計の数値が一致しない場合があります。

(注2)当社及び連結子会社(九州電力送配電株式会社、九電みらいエナジー株式会社)の合計値(内部取引消去後)を記載

しています。

(注3)発電電力量は、送電端の数値を記載しています。

(注4)「新エネルギー等」は、太陽光、風力、バイオマス、廃棄物及び地熱の総称です。

(注5)「融通・他社受電」の当期の電力量は、期末時点で把握している値を記載しています。

(注6)当年度より発受電電力量合計を総販売電力量に対応するよう見直したため、送電電力量は控除していません。

(注7)発受電電力量合計と総販売電力量の差は損失電力量等です。
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（2）当期の財政状態の概況

資産は、設備投資による固定資産の増加に加え、現金及び預金や売掛金などの流動資産が増加したことから、前年

度末に比べ1,787億円増の5兆1,268億円となりました。

負債は、有利子負債が増加したことなどにより、前年度末に比べ1,339億円増の4兆4,440億円となりました。有利子

負債残高は、前年度末に比べ1,163億円増の3兆5,226億円となりました。

純資産は、配当金の支払による減少はありましたが、親会社株主に帰属する当期純利益の計上や退職給付に係る調

整累計額の増加などにより、前年度末に比べ447億円増の6,827億円となり、自己資本比率は12.7％となりました。な

お、退職給付に係る調整累計額の増加につきましては、確定給付企業年金資産の運用収益が期待運用収益を上回った

ことなどに伴い、数理計算上の差異が発生したことなどによるものです。

（3）当期のキャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フローは、国内電気事業において他社購入電力料支出の増加はありましたが、再エネ

特措法交付金や卸売販売電力料収入の増加に加え、燃料代支出の減少などにより、前年度に比べ266億円収入増の

2,534億円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資による支出の減少などにより、前年度に比べ940億円支出減の

3,305億円の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出の減少はありましたが、コマーシャル・ペー

パーの発行・償還による支出の増加などにより、前年度に比べ624億円収入減の955億円の収入となりました。

以上により、当年度末の現金及び現金同等物の残高は、前年度末に比べ184億円増加し、2,239億円となりました。
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（4）今後の見通し

①次期の業績予想

売上高につきましては、国内電気事業において、小売・卸売販売電力量増により販売収入は増加しますが、「収

益認識に関する会計基準」等の適用に伴い、再エネ特措法交付金等を売上高に計上しない方法に変更することなど

から、前年度を下回る１兆5,100億円程度となる見通しです。

経常利益につきましては、国内電気事業において、原子力発電所の稼働増による燃料費の減少などから、前年度

を上回る700億円程度となる見通しです。

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前年度を上回る450億円程度となる見通しです。

次 期 業 績 見 通 し

[連 結] (単位：億円)

2021年度 2020年度 増減 収益認識会計基準等
適用影響額再掲※

（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

売上高 15,100 　 21,317 △6,217 △7,000

営業利益 1,000 773 227 －

経常利益 700 556 144 －

親会社株主に帰属する
当期純利益

450 321 129 －

※「収益認識に関する会計基準」等の適用に伴う利益への影響は軽微です。

主 要 諸 元 表

2021年度 2020年度 増減

（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

小売販売電力量 766億kＷh 752億kＷh 14億kＷh

卸売販売電力量 124億kＷh 107億kＷh 17億kＷh

総販売電力量 890億kＷh 858億kＷh 32億kＷh

原油ＣＩＦ価格 60$/b 43$/b 17$/b

為替レート 110円/$ 106円/$ 4円/$

原子力［送電端］
（設備利用率）

315億kＷh
(90.5%)

217億kＷh
(62.4%)

98億kＷh
(28.1%)

(注)販売電力量は当社及び連結子会社(九州電力送配電株式会社、九電みらいエナジー株式会社)

の合計値(内部取引消去後)を記載しています。

②次期の配当予想

当社は、安定配当を維持するとともに、中長期的な観点から株主の皆さまの利益拡大を図ることを利益配分の基

本方針としております。

　次期の配当につきましては、業績や中長期的な収支・財務状況などを総合的に勘案し、普通株式１株につき40円

(中間、期末ともに20円)、Ａ種優先株式１株につき2,100,000円(中間、期末ともに1,050,000円)を予定しておりま

す。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの事業は、国内電気事業(発電・販売事業及び送配電事業)が大部分を占めることから、当社の連結財

務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年10月30日大蔵省令第28号)に準拠し、

「電気事業会計規則」(昭和40年６月15日通商産業省令第57号)に準じて作成しております。なお、国際会計基準(ＩＦ

ＲＳ)の今後の適用については未定です。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（1）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

資産の部

固定資産 4,368,942 4,497,789

電気事業固定資産 2,476,991 2,701,288

水力発電設備 258,623 256,238

汽力発電設備 302,336 274,643

原子力発電設備 329,498 547,368

内燃力発電設備 21,409 20,874

新エネルギー等発電設備 14,351 25,124

送電設備 575,042 570,968

変電設備 211,969 218,620

配電設備 633,541 645,239

業務設備 114,288 128,636

その他の電気事業固定資産 15,931 13,574

その他の固定資産 364,850 383,892

固定資産仮勘定 740,130 621,441

建設仮勘定及び除却仮勘定 641,816 504,045

原子力廃止関連仮勘定 43,535 41,926

使用済燃料再処理関連加工仮勘定 54,777 75,470

核燃料 240,942 229,765

装荷核燃料 44,517 54,930

加工中等核燃料 196,424 174,835

投資その他の資産 546,027 561,401

長期投資 202,483 215,981

退職給付に係る資産 6,210 22,493

繰延税金資産 164,272 143,901

その他 174,787 180,427

貸倒引当金（貸方） △1,725 △1,402

流動資産 579,121 629,032

現金及び預金 204,040 234,163

受取手形及び売掛金 235,706 258,788

たな卸資産 83,059 70,533

その他 57,087 69,281

貸倒引当金（貸方） △773 △3,734

資産合計 4,948,063 5,126,822
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

負債の部

固定負債 3,242,680 3,389,093

社債 1,154,898 1,299,898

長期借入金 1,640,896 1,645,064

退職給付に係る負債 102,265 88,107

資産除去債務 268,332 278,031

繰延税金負債 7,534 8,280

その他 68,753 69,711

流動負債 1,058,585 1,046,708

1年以内に期限到来の固定負債 415,119 427,272

短期借入金 118,012 123,108

コマーシャル・ペーパー 92,000 40,000

支払手形及び買掛金 65,753 78,125

未払税金 19,403 38,025

その他 348,297 340,175

特別法上の引当金 8,840 8,268

渇水準備引当金 8,840 8,268

負債合計 4,310,105 4,444,069

純資産の部

株主資本 632,808 647,516

資本金 237,304 237,304

資本剰余金 120,008 120,007

利益剰余金 276,997 291,659

自己株式 △1,501 △1,454

その他の包括利益累計額 △22,166 6,068

その他有価証券評価差額金 2,115 3,704

繰延ヘッジ損益 713 3,495

為替換算調整勘定 △4,697 △5,169

退職給付に係る調整累計額 △20,298 4,037

非支配株主持分 27,316 29,166

純資産合計 637,957 682,752

負債純資産合計 4,948,063 5,126,822
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（2）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(2019年４月１日から
2020年３月31日まで)

当連結会計年度
(2020年４月１日から
2021年３月31日まで)

営業収益 2,013,050 2,131,799

電気事業営業収益 1,800,189 1,876,648

その他事業営業収益 212,860 255,150

営業費用 1,949,236 2,054,401

電気事業営業費用 1,751,766 1,789,688

その他事業営業費用 197,469 264,713

営業利益 63,813 77,397

営業外収益 16,954 16,633

受取配当金 1,511 1,637

受取利息 837 786

持分法による投資利益 9,247 9,884

その他 5,357 4,324

営業外費用 40,716 38,347

支払利息 28,990 26,258

その他 11,725 12,089

当期経常収益合計 2,030,004 2,148,432

当期経常費用合計 1,989,952 2,092,749

経常利益 40,052 55,683

渇水準備金引当又は取崩し △118 △572

渇水準備引当金取崩し（貸方） △118 △572

税金等調整前当期純利益 40,170 56,255

法人税、住民税及び事業税 6,953 13,322

法人税等調整額 31,640 8,861

法人税等合計 38,594 22,183

当期純利益 1,576 34,071

非支配株主に帰属する当期純利益 1,995 1,904

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△419 32,167
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(2019年４月１日から
2020年３月31日まで)

当連結会計年度
(2020年４月１日から
2021年３月31日まで)

当期純利益 1,576 34,071

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,776 1,064

繰延ヘッジ損益 5,121 3,470

為替換算調整勘定 △923 302

退職給付に係る調整額 △6,362 23,889

持分法適用会社に対する持分相当額 △588 △35

その他の包括利益合計 △4,530 28,691

包括利益 △2,954 62,763

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △4,861 60,403

非支配株主に係る包括利益 1,906 2,360
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（3）連結株主資本等変動計算書

　 前連結会計年度（2019年４月１日から2020年３月31日まで）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 237,304 120,831 300,551 △1,524 657,162

当期変動額

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

21 21

剰余金の配当 △18,884 △18,884

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△419 △419

自己株式の取得 △100,857 △100,857

自己株式の処分 △844 100,880 100,035

持分法適用会社増加

に伴う減少高
△4,250 △4,250

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)

当期変動額合計 － △823 △23,553 22 △24,354

当期末残高 237,304 120,008 276,997 △1,501 632,808

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 4,090 △4,306 △3,582 △13,928 △17,726 25,814 665,250

当期変動額

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

21

剰余金の配当 △18,884

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△419

自己株式の取得 △100,857

自己株式の処分 100,035

持分法適用会社増加

に伴う減少高
△4,250

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
△1,975 5,019 △1,114 △6,370 △4,440 1,502 △2,938

当期変動額合計 △1,975 5,019 △1,114 △6,370 △4,440 1,502 △27,292

当期末残高 2,115 713 △4,697 △20,298 △22,166 27,316 637,957
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　 当連結会計年度（2020年４月１日から2021年３月31日まで）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 237,304 120,008 276,997 △1,501 632,808

当期変動額

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

剰余金の配当 △17,505 △17,505

親会社株主に帰属す

る当期純利益
32,167 32,167

自己株式の取得 △9 △9

自己株式の処分 － 56 56

持分法適用会社増加

に伴う減少高
－

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)

当期変動額合計 － － 14,661 47 14,708

当期末残高 237,304 120,007 291,659 △1,454 647,516

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 2,115 713 △4,697 △20,298 △22,166 27,316 637,957

当期変動額

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

剰余金の配当 △17,505

親会社株主に帰属す

る当期純利益
32,167

自己株式の取得 △9

自己株式の処分 56

持分法適用会社増加

に伴う減少高
－

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
1,588 2,781 △471 24,336 28,235 1,850 30,086

当期変動額合計 1,588 2,781 △471 24,336 28,235 1,850 44,794

当期末残高 3,704 3,495 △5,169 4,037 6,068 29,166 682,752
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（4）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(2019年４月１日から
　2020年３月31日まで)

当連結会計年度
(2020年４月１日から
　2021年３月31日まで)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 40,170 56,255

減価償却費 237,264 186,393

原子力発電施設解体費 9,450 10,737

原子力廃止関連仮勘定償却費 2,056 1,609

核燃料減損額 24,105 19,355

固定資産除却損 4,874 6,106

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 793 650

渇水準備引当金の増減額（△は減少） △118 △572

受取利息及び受取配当金 △2,349 △2,424

支払利息 28,990 26,258

持分法による投資損益（△は益） △9,247 △9,884

売上債権の増減額（△は増加） △7,074 △22,565

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,766 12,519

仕入債務の増減額（△は減少） △5,083 12,889

未払又は未収消費税等の増減額 273 △9,569

未払費用の増減額（△は減少） △35,473 7,641

その他 △43,713 △17,062

小計 253,686 278,338

利息及び配当金の受取額 8,337 8,422

利息の支払額 △29,208 △25,986

法人税等の支払額 △5,963 △7,315

営業活動によるキャッシュ・フロー 226,852 253,459

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △425,054 △351,764

工事負担金等受入による収入 38,444 31,638

投融資による支出 △58,525 △27,461

投融資の回収による収入 14,020 15,391

その他 6,492 1,608

投資活動によるキャッシュ・フロー △424,623 △330,587

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の発行による収入 259,154 288,619

社債の償還による支出 △194,600 △195,000

長期借入れによる収入 271,470 277,009

長期借入金の返済による支出 △248,443 △205,384

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,948 5,096

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

92,000 △52,000

配当金の支払額 △18,820 △17,450

その他 △5,709 △5,340

財務活動によるキャッシュ・フロー 157,999 95,549

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 △72

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △39,787 18,350

現金及び現金同等物の期首残高 245,273 205,485

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 65

現金及び現金同等物の期末残高 205,485 223,901
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（5）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

有形固定資産の減価償却方法の変更

従来、当社及び連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、主として定率法を採用していたが、当連結会

計年度より主として定額法に変更している。

当社グループの主たる供給区域である九州エリアにおいては、人口減少や節電・省エネの進展等に伴い、今後、電力

需要は安定的に推移する見込みである。

また、電力システム改革により、発電・小売電気事業においては、自由化の進展により競争環境下におかれること

で、効率的・安定的な事業運営が求められる。一般送配電事業においても同様に、当連結会計年度の法的分離により、

一層の中立性を確保するとともに、効率的・安定的な事業運営により、安定供給に資する役割が期待されている。

当社グループにおいては、発電事業については、2019年12月に松浦発電所２号機が営業運転を開始し、主要電源開発

が一巡したことに加え、2020年11月に川内原子力発電所１号機、12月に同発電所２号機の特定重大事故等対処施設が運

用を開始したことから、今後は既存電源の安定的な運用に向けた維持管理の投資が中心となることが見込まれる。一般

送配電事業については、需要動向、供給信頼度、設備の安全面や運用面、コスト等を勘案し、効率的な設備の維持運用

を図ることとなり、安定的な使用が見込まれる。

このような社内外の環境変化を反映し、当連結会計年度を開始年度とする中期経営計画においては、設備全般の効率

的かつ安定的な稼働を重点取組み事項の一つと位置づけている。

以上を踏まえると、今後は、電気事業を中心に設備の安定的な使用が見込まれることから、有形固定資産の減価償却

方法を定額法に変更することが、将来の経済的便益の費消パターンをより適切に反映すると判断した。

この変更により、従来の方法と比べて、当連結会計年度の経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ58,730百

万円増加している。
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(セグメント情報等)

１ セグメント情報

(1) 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、業績を

評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものである。

当社は、製品・事業活動の種類を勘案して区分した各セグメントから構成されており、「発電・販売事業」、

「送配電事業」、「その他エネルギーサービス事業」、「ＩＣＴサービス事業」及び「その他の事業」の５つを

報告セグメントとしている。

各報告セグメントに属する主要な製品・事業活動は以下のとおりである。

報告セグメント 主要な製品・事業活動

発電・販売事業 国内における発電・小売電気事業

送配電事業 九州域内における一般送配電事業

その他エネルギーサービ
ス事業

電気設備の建設・保守など電力の安定供給に資する事業、ガス・ＬＮＧ販売事業、再生
可能エネルギー事業、海外事業

ＩＣＴサービス事業
データ通信事業、光ブロードバンド事業、電気通信工事・保守事業、情報システム開発
事業、データセンター事業

その他の事業 不動産事業、有料老人ホーム事業、事務業務受託事業、人材派遣事業

(2) 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法

と同一である。

報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値である。セグメント間の内部売上高は市場価格に基づいてい

る。

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

「会計上の見積りと区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、当社及び連結子会社は、有形固

定資産の減価償却方法について、主として定率法を採用していたが、当連結会計年度より主として定額法に変更

しているため、報告セグメントの減価償却方法を同様に変更している。これにより、従来の方法と比べて、当連

結会計年度のセグメント利益が「発電・販売事業」において36,374百万円、「送配電事業」において22,992百万

円、「その他エネルギーサービス事業」において151百万円、「その他の事業」において１百万円増加し、「調整

額」において789百万円減少している。
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(3) 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

　 前連結会計年度(2019年４月１日から2020年３月31日まで)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２

エネルギーサービス
事業

ＩＣＴ
サービス
事業

その他の
事業

計
国内電気
事業

その他
エネルギー
サービス
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,844,326 74,158 81,005 13,559 2,013,050 － 2,013,050

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,069 119,811 31,690 15,292 170,863 △170,863 －

計 1,848,395 193,970 112,696 28,851 2,183,913 △170,863 2,013,050

セグメント利益 16,584 17,073 3,995 4,611 42,264 △2,212 40,052

セグメント資産 4,230,126 535,988 190,967 181,174 5,138,256 △190,193 4,948,063

その他の項目

減価償却費
(核燃料減損額を含む)

227,214 10,624 22,692 3,648 264,179 △2,810 261,369

受取利息 330 726 1 92 1,150 △312 837

支払利息 23,720 5,155 207 220 29,303 △312 28,990

持分法投資利益又は
損失(△)

－ 9,523 △86 △42 9,395 △147 9,247

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

383,047 13,049 25,691 5,341 427,130 △5,398 421,731

(注) １ セグメント利益の調整額△2,212百万円及びセグメント資産の調整額△190,193百万円は、セグメント間取引

消去である。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。
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　 当連結会計年度(2020年４月１日から2021年３月31日まで)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結
財務諸表
計上額
(注)２

エネルギーサービス事業

ＩＣＴ
サービス
事業

その他の
事業

計国内電気事業 その他
エネルギー
サービス
事業

発電・
販売事業

送配電
事業

売上高

外部顧客への
売上高

1,777,340 191,316 67,470 81,753 13,918 2,131,799 － 2,131,799

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

113,474 407,974 117,858 33,262 15,567 688,137 △688,137 －

計 1,890,815 599,290 185,328 115,016 29,486 2,819,936 △688,137 2,131,799

セグメント利益又は
損失(△)

△564 29,101 17,632 6,891 4,263 57,324 △1,641 55,683

セグメント資産 4,090,421 1,879,200 553,686 196,678 138,132 6,858,119 △1,731,296 5,126,822

その他の項目

減価償却費
(核燃料減損額を
含む)

101,502 68,002 11,563 23,189 3,620 207,878 △2,128 205,749

受取利息 10,499 24 645 2 59 11,231 △10,444 786

支払利息 22,156 10,055 4,094 187 209 36,702 △10,444 26,258

持分法投資利益
又は損失(△)

－ － 10,277 78 △230 10,125 △241 9,884

有形固定資産及び
無形固定資産の
増加額

208,932 108,026 16,063 21,171 4,843 359,037 △3,143 355,894

(注) １ セグメント利益の調整額△1,641百万円及びセグメント資産の調整額△1,731,296百万円は、セグメント間取

引消去である。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。
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(4) 報告セグメントの変更等に関する事項

2020年４月の一般送配電事業等の九州電力送配電株式会社への承継に伴い、当連結会計年度より、報告セグメ

ントを従来の「国内電気事業」「その他エネルギーサービス事業」「ＩＣＴサービス事業」「その他の事業」か

ら「発電・販売事業」「送配電事業」「その他エネルギーサービス事業」「ＩＣＴサービス事業」「その他の事

業」に変更しており、当社及び九電みらいエナジー株式会社を「発電・販売事業」に、九州電力送配電株式会社

を「送配電事業」に分類している。

この他、2020年８月の株式会社キャピタル・キューデンの当社との合併に伴い、当連結会計年度より、従来の

株式会社キャピタル・キューデンの事業（事業資金の貸付等）を当社「発電・販売事業」に付帯関連する事業と

位置付けたことから、その分類を「その他の事業」から「発電・販売事業」に変更している。

また、セグメント利益は、当連結会計年度より、従来の「営業利益」から「経常利益」に変更している。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、一般送配電事業等の九州電力送配電株式会社への承継に

伴う変更後の報告セグメントに基づき作成することが実務上困難であるため、次のとおり、当連結会計年度のセ

グメント情報を、前連結会計年度の報告セグメントに基づき作成している。

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２

エネルギーサービス
事業

ＩＣＴ
サービス
事業

その他の
事業

計
国内電気
事業

その他
エネルギー
サービス
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,968,656 67,470 81,753 13,918 2,131,799 － 2,131,799

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,886 117,858 33,262 15,567 170,574 △170,574 －

計 1,972,542 185,328 115,016 29,486 2,302,373 △170,574 2,131,799

セグメント利益 28,522 17,632 6,891 4,263 57,309 △1,626 55,683

セグメント資産 4,370,187 553,686 196,678 189,700 5,310,252 △183,430 5,126,822

その他の項目

減価償却費
(核燃料減損額を含む)

169,504 11,563 23,189 3,620 207,878 △2,128 205,749

受取利息 464 645 2 59 1,171 △385 786

支払利息 22,152 4,094 187 209 26,643 △385 26,258

持分法投資利益又は
損失(△)

－ 10,277 78 △230 10,125 △241 9,884

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

316,944 16,063 21,171 4,843 359,022 △3,128 355,894

(注) １ セグメント利益の調整額△1,626百万円及びセグメント資産の調整額△183,430百万円は、セグメント間取引

消去である。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。
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２ 関連情報

前連結会計年度(2019年４月１日から2020年３月31日まで)及び当連結会計年度(2020年４月１日から2021年３月31

日まで)

(1) 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、その記載を省略している。

　

(2) 地域ごとの情報

①売上高

国内の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えているため、その記載を省略してい

る。

②有形固定資産

国内に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えているため、

その記載を省略している。

(3) 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、その記載を省

略している。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

前連結会計年度(2019年４月１日から2020年３月31日まで)及び当連結会計年度(2020年４月１日から2021年３月31

日まで)

重要性が乏しいため、その記載を省略している。

４ 報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

前連結会計年度(2019年４月１日から2020年３月31日まで)及び当連結会計年度(2020年４月１日から2021年３月31

日まで)

該当事項はない。

５ 報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

前連結会計年度(2019年４月１日から2020年３月31日まで)

　重要性が乏しいため、その記載を省略している。

当連結会計年度(2020年４月１日から2021年３月31日まで)

該当事項はない。
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(１株当たり情報)
　

　
前連結会計年度

(2019年４月１日から
2020年３月31日まで)

当連結会計年度
(2020年４月１日から
2021年３月31日まで)

１株当たり純資産額 1,077.38円 1,168.09円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

△6.05円 63.57円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 － 57.01円

(注) 算定上の基礎は、以下のとおりである。

(1) １株当たり純資産額

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 637,957 682,752

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 128,369 130,216

(うち優先株式の払込額(百万円)) (100,000) (100,000)

(うち累積未払優先配当額(百万円)) (1,052) (1,050)

(うち非支配株主持分(百万円)) (27,316) (29,166)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 509,588 552,535

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(千株)

472,990 473,025

(2) １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失(△)及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益

前連結会計年度
(2019年４月１日から

　 2020年３月31日まで)

当連結会計年度
(2020年４月１日から
　2021年３月31日まで)

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(△)
(百万円)

△419 32,167

普通株主に帰属しない金額(百万円) 2,443 2,100

(うち優先配当額(百万円)) (1,599) (2,100)

(うち優先株式に係る処分差額(百万円)) (843) (－)

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失(△)(百万円)

△2,862 30,067

普通株式の期中平均株式数(千株) 472,986 473,015

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額
(百万円)

－ －

普通株式増加数(千株) － 54,352

(うち転換社債型新株予約権付社債(千株)) (－) (54,352)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益の算定に含めなかった
潜在株式の概要

　―

(注) １ １株当たり純資産額の算定上、株主資本において自己株式として計上している「株式給付信託(ＢＢ

Ｔ)」に係る信託口が保有する当社株式(前連結会計年度648千株、当連結会計年度603千株)を１株当

たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数の計算において控除する自己株式に含めてい

る。
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また、１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益

の算定上、株主資本において自己株式として計上している「株式給付信託(ＢＢＴ)」に係る信託口

が保有する当社株式(前連結会計年度657千株、当連結会計年度618千株)を普通株式の期中平均株式

数の計算において控除する自己株式に含めている。

２ 前連結会計年度の普通株主に帰属しない金額のうち優先株式に係る処分差額については、2019年６

月27日に取得したＡ種優先株式の取得価額と、2019年６月28日に第三者割当による自己株式の処分

により当該株式を割り当てた価額との差額である。

３ 前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、

１株当たり当期純損失であるため、記載していない。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

４．その他

（1）新型コロナウイルス感染症による主な影響

小売販売電力量 経常利益

2021年３月期連結業績 △20億kＷh程度 △210億円程度

2022年３月期連結業績予想 △10億kＷh程度 △100億円程度

（2）2021年３月期業績予想との差異

　　2021年３月２日に公表しました2021年３月期通期連結業績予想と決算値に差異が生じましたのでお知らせします。

　①2021年３月期通期連結業績予想数値との差異（2020年４月１日～2021年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 2,130,000 60,000 35,000 22,000 42.07

実 績（B） 2,131,799 77,397 55,683 32,167 63.57

増 減 額（B-A） 1,799 17,397 20,683 10,167 －

増 減 率（％） 0.1 29.0 59.1 46.2 －

（ご参考）前期実績
（2020年3月期）

2,013,050 63,813 40,052 △419 △6.05

　②差異の理由

　2021年３月期の決算における実績につきましては、今冬の需給ひっ迫や卸電力取引市場の価格高騰等の影響による

収支悪化を受け、グループ一体となって費用削減などの収支改善に取り組んだことなどにより、前回公表した業績予

想との差異が生じました。

　


